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　化學工場の合理化は計測にはじまるといつても過言で

はないがまたこれ程疎かにさ＃ているものも少い．これ

は厄介さにその原因の一半があつて簡易なことが是葬と

1b必藝1　Mう．工場計測の一つとして連優的な濃度の

測定或は組成分析ということは，しばLば起る問題であ

る．それに尉L精度高くかつ簡易に使用できる計器特に

干渉計について詳Lく述ぺて見た，計測がさらに自動制

をうむ日を待望しているの隊筆者一人のみてあろうか・
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理研．ガス桧定器

第1表　各法の比較〔敷字の優劣の順位）

は　し　が　き

　　蹟氣ガス反懸ガス原料ガス等の漣綴的氾ll定は装置の操

　作條件の調節に費すること大である・ことに組成の攣動

　．の大きい場合は過渡的な攣化を知りそれに封慮するため

　に必要である．溶液についてもむろん同様なことがいえ

　る．ガス分析といえばただちにヘソベル乃至はオルザッ

　　トの装置を蓮想しがちであるが物理的分将もいろいろあ

　る．化學的分析は元來静的で連績測定には向かないが，

　　もちろん原理は懸用でぎるのであつて，たナ‘長置が複難

　高値となりかつ時閻の逞れが大きく過渡的な饗化に封し

　　ては有効でない・したがつてこうい5計將を適績式濃度

　計とよぶことにすれば迅速に測tでぎるものでなくては

　　ならないから，各祓分の物理恒鞍例えば宙度，屈折率，

　熱傳導率といつたもにの差異を利用して混含ガスのそれ

　　等の値から各成分の割含を出す物理的方法にかぎられて

　　くるわけである・どの物理仁敷が適當であるかは精度そ

　　の他で定まつてく．るもので普遭は前述璽者のどれかが探

　　られている．密度によるガス分析では直接秤量すア以外

　　にガス天秤，若響主廷，流出法，細管法等の方法がある

　　が連綴貼に使用できるのは，ガス天秤及密皮そのもので

　　はなく沸d〔η二粘度，d＝密度］なる亘を測’ソ‘冗出法で

　　あろう，後者は殊に看機蒸氣の濃度測定には好適であ

　　る氣膿の屈折率は逓常干渉計によつて測定せられ，熱

　　傳導率によろ場合は熱線1一岨成の異つたガスが接鯛する

　　際には異つた冷却効果を興えるという原理を懸用してい

　　る．

　　　物理的方法をWeaver及Palmer　Pは化學的分析と

，　比較して次のような表を呉えている・この表では熱傳導

　　度法がもつともよいことにな7が爾氏の各法に封する纒

　　融の差異，測定計器篭・にも原因があるから各法の比較と

比蝋・麟醐…騨盆
感　　　　　　度

一雌的適用性．
補正の必．要度合

分析所要時間
勲練　の　．難　易

個人的の測定誤ヤ

時間碗・1

44233232

’

装置のtfi額1

してそのままは受取りがたい．各法それぞれ特長があり

ガスの種類状態によつて適當に撰繹すべきである・筆着

の干渉計を使用して見た脛瞼では個人的測定誤差は』：か

でありまた熟練を要せず熱傳導度法に比べてほとんど遜

色ないよ5に思われる．ただ物理的方法では取扱う上に

或程度知識を必要とし，また實際の値を出す上には．外界

條件，ガスの歌態等によつて補正する必要がある・また

物理的方法ではガスをそのまSの状態で物理恒激を測定

するので例えば室氣に何か一一挿のガスが滉じているとい

うような場今はただちに値を得て非常に有効であるが，

同時に幾種類もの濃皮組成を出すFX、こは行かない．

　その場合は一種類を吸牧等で取除いて測定値の璽化か

ら濃度を出すよ5にすろ．連績白」に測定する場合は第8

圖を参照されたい・干渉計を使5場合も同様である．な

お干渉計では混合ガスの屈折率が各成分の分匪と屈折率

から計算できるが熱傳導度法ではそう簡軍ではない・し

かし熱傳導度法では遠隔測定及び管理ができる馳で干渉

計に瞬つている．以下簡軍のため室氣に一種類の氣膣が

混じているガスを測定するものとして稿を進める・（口糟

参照）
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　　　1）構造その他　　干渉計は元來光Q干渉を用いて氣

　　障の騎職は醐蟻畷小嘆化を灘定するものであ
　　　り，献のよ5に濃鍵計にも使矯で愈る・　これには
　　　一Saniin，　Rayleig駕土井畿及び】訟ジ1磁h式を改良しfe／

　　．H・be・－L・w・型等の型式があるカ：紳ゆ式はガス分析
lt

　　　用にむかず，米闘鰍洲ではもつぱらHabeがLqwe型が
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　罵いられる・いずれの型もおのおの標準氣瞳と試料氣鐙

　　　を満す箋があり伺一光源の光を分けて爾室暁通じ，その

　　　輕路差によつて生じる干渉縞を望遠鏡を通してのぞく仕

　　　組となつている・筆者の使用している理研瓦斯検定器
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（メタソガス用）は高さ約20cm重量2kg程度の携幣

　　　用で土井式干渉計に麗し，その講造は第1圖の通りであ

　　　る。（外襯は口絡滲照）Pi，　p2；等脚直角プリズム．　T；李

　　　行稽子板，・4；室氣室，　　　　一　為

　　　β；試精ガス室，Sl，　s2；

　　　スリット，スリット51

　　　を蓮り1～1馳に入封した

　　　米はこの駐で2つに分

　　　れ，反封した光線はR1　Ul

　　　T2なる輕路を通り」屈折．

　　　レた光線はRl　Tl　U2なる

　　　輕路を通り，R2で會し

　　　でながいに干渉し干渉縞

　　　をつくる・　，
　／
　　　光源として通常の豆ラ

　　　yプが用いてあり白色光

　　　なので光経路が等しい方
　／
　　　向に白色縞（零弐干渉線）

　　　を生じその左右に着色し　　　　　　　　　　　　5「

　　　た縞が並んで見える・ハ

　　　ソドル（カツト窩藁下）　　　　　　第1圖

　　　を廻せばP2なるプリズムは微動装i置により僅か傾き，

　　　それにょつて醜野の干渉縞は移動する．B室にA室と

　　　同じ室氣を入れた時カット窩眞上のように基線に白色縞

　　　の右側の黒色縞を合わぜそのハソドルの位置を零鮎とす

　　　る．一方に試料ガスを入れた場合零次干渉線の位置がず

　　　れるからこの距離（縞の籔）を護むことによつて屈折牽

　　　はわかるのであるが，基線の位置迄黒色縞を動かしその
　　島合のハソドルの廻轄角でもつて屈折牽糞出してもよい

、

　　わけである．このメタソガス用穣定器では廻轄角の代り

　　　に相當するメタソの濃度がvol％で目盛つてあるのでメ

　　　タソの場合はただちに濃度が出る．

　　　零次干渉線が容易に求められるように工夫されている

・｛”

@溶液の濃度瀧に螺氣騨度・『屈撚襯光の吸US
’　　等が利照できるが筆者の使つた光電比色法について簡軍

　　　に違べてみる．

轡柵計
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～

　　　　　　’・∴㍗㌦匠国〃望瀦

　　　　’　　　∵㌧蝕奮薪一卑・、・
のが土斌嚇徴で励したがつてガス分析随してボ響

る・既騨ガ噸麟く鯨騨欄鱒・とい5藤、
出でいるがζれも原理は詞じで唯競野の申に目盛があむ　1

直接踵離で濃度がでるよ5になつている・精度は劣る溝

取扱ひが簡輩である・

2）測麹法　　爾方に墜氣を入れハソドルを廻して右

側の黒い縞を基線に合わせ（カット爲虞上）アヂヤおタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ…　k：よつてハソドルの目盛がoを指すよ5にする・その・．

後でガスの流路に挿入もしくわスプV・Ptで吸込んで試耕

窒を測定ガスで置換すると，干渉縞が移動するから再び

ハソドルを廻して黒色縞を基線に合せハソドルの目盛を

Ntr・混入ガスがメタソ以外であれば第2圖によつて換　’

算しまたガスの歌態の補正をする・測定所要時間は30

秒程度である．　　　　・　　　　　　　　　　　　　・

　3ン換　算　　混合氣騰の屈折牽nABは，　　シ

　　　ρβ／π　＝　nAB－　n　A！n’B－　n・A

治全麟ρB＝室氣中のBギスの睡PB，’n　・Bガス

の分塵，nA・　＄氣の屈折牽，　nB　＝Bガスの屈折率，で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
與えられるからメタソ以外のガスが室氣に混じている時

には，その濃度（yol　：・press％＝mol％）1ま　・1タyガス計

の護みをmとすれば，

　　（PB／n）伽＝耀一鞘舶「噸nM＝メタソの屈折牽

　でもつて換算し得る．幾つかのガスについてNa’の

D線に野する屈折牽から換算線を出して見ると第2圖0

ようになる・

＼

　　　　　第2圓各種ガスの換算法　　　・

4）精　度　　後に述べるように漁度其他の不純ガK

　　　　第2表　干渉計の精度
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ガス名畿綱1ガス名1轟繊x’Y
アセチレン

　　　　ノエチルエー一テル

iチルアルコ“ル

ペンゾ陶ル

0～5％

0～1．3

0～1．3

0～1．3

o．02％　1

0．01

0．01

0．005

一酸化炭素

炭酸ガス
メ　　タ　　ン

市申ガス

10～30

0～13

0～13・

Oty10

0．1％

0．05

　　　　0ド0．05

0．05’　　　・・
　　　　Ptン．

幅　　　　　覇
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　　　　　舞2墨’：繋9號
　　　　　　　　　　●・　　1

　　　『の混入によづ’（その糟度は違つてくるし光源の明さによ

　　　つても緬の幅力鍵つて精度が異つてくる．

　　　　’5）磁定　第3隙堀折劇こ基t・て出レたもので

　　　あるから蜜際の濃度とi喚算濃度を一度橡定して見る必翼

　　　がある．筆者は流れている乾燥墜氣申にアセトソを定常

　　　的に蒸護さぜ一・定濃度のアセトソー塞氣混合ガスをつく

　　　　り干渉計の試料室に通じた・アセトソの蒸蟄量を秤量し

　　　て濃度を出し干渉計の讃みに封し圖示すれば第3園の各

、

勿
ア望姦〃
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　　　　　　　　　　　　　第3圖
　　　織となり，温度補正（29．5°C）を行つた換算線（直線），

　、　上にきてよい一致を與える．わずかな誤差はむしろ室氣

　　　量をオリフィス流量計によつて測定したための誤差と推

　’S”　察される．

　　　　6）補正，諮鑑憲

　　　　a．燈灘度　わが國では大氣中の關係灘度は通常70～

　　　1徽議麟繋を難灘鷺㍊⊇
　　　は同じ試料ガスに野し25℃で約O：s　g盛（メタソvo1％）

　　　郷この場合の補正禰第・’駆照・　t．

　　　　b．湯度及璽力　　氣膿の麟牽は　　　・

一　←爾蕎・蕩
　　　　イー伽mHg’C臨ける騎奪・・三NTP臨

　　　ける屈折牽．

　　　　で示されすなわち密度に比例するものである．そこで

　　　源度及墜力の干渉計の讃みに封する影響を考えて見るド

s　案醐駿し綿るの雌氣蹴働ミともに1羅ぞc
　　　の場合が多いもし爾者がどもに0℃からt℃に攣つ

　　　たとする≧鰹路差iは273ノ（273十t）倍となり，纏路差と

　　　干渉縞の位置とは比例する聾のであるから0℃の時に干
　　　　　　　　　　　　－ヤ　　　　　　　ノ’
　　　渉計の護みがmとする，L　ffCにおける讃みη〆は

　　　曜翻×273／．（273＋t）である1どちらも同じv・1％

　　　であるからκにおUて虞の濃度を得るには譲み醐に

　　　麹し（1＋f／273）なる因子を掛けねばならぬ．同様爾者

　　　がρmm　Hgの時は〃〆×760／Pが眞の値である．魅ガ

　　　による影響よりも湿度のそれは大きく必ず行うべきであ

　　　　ろう・　　’　　　　　．　－

　　　　C・連纏潮矯法　　蓮縷測定の場合は灘路に干渉計を

　　　　　　　　■

縫纏ジご櫨瀞　　♪、，

分岐路を設ける工

夫をして，時聞の

渥れがない程度に

ガスの一部分を流ガス＿

せばこの問題も解

決される・因に流

量と匿ガ降下を乾

燥室氣について測

つた結果は第5圖

のように憲管等の

場合と似た關係に　　tS

なる・同圖はまた　・1

この場合の干渉計圧12

磯み縄げてあ塵

る・試懸囑ガ馬
が掛るから讃みが木

欝垂瀦論蓋1

題にならないこと

がわかる．

　7）　用途　以上

成分が室氣に混入

　　　　　　∴∵一．＼闘∵路、”，　・’t耐紫蝿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gsg・・響

掃入する．・この陽舎内都髄め饗積絃わずか4¢程驚

一であるから時間の遽れは左種聞題矯はなy、むしろ夫愈　　’

な風量のため璽力降下が非常に大きくなるとい5場合がノ　・

少くないであろう・風量が大きい場合は箏4圖のように・㌘

　　　　　　　　　　　　　　　干渉計　　　　・

ひ字管

湧

砂　　　勿　　　30
　流量（e6／5ec）

5・

ノ

　　　　　　　　　　　　　　第5圖’　　　　　　　一、

している場合を例にとつて述べてきたが標準寒膿は塞氣

以外であつてもよいし，同俘ガスが室氣でなくてもよ

い・室氣に2種のガスが混じている場合は爾者の割合或

は分墜の和等が知れていれていれば各成分の濃度を算出

し得る．この型の干渉計は携行できるのでそれだけ罵遙

が廣くなるが今までの懸用例を拾つて見ると，

　工揚の蓮韓條件調整：アンモ晶ア合成（N2及H2ン

　　　　　　　　　　溶葡回牧（有機）　　　＼

　工揚の運韓條件調整：アンeニア合成（N2及Hlt＞，

　　　溶捌回歌（有機溶剤）盤くCO2）

　危瞼防止：熔接工揚（C2H2，　R2）炭坑（C耳4）

　衛生上：人絹工揚（CS2）人混Pt，室内（CO2ン

　　　　　　　　　　　il　　　　　　　　　　」　　，N

　黙偲導度法（2）（3）

熱線が周團の氣膣から5ける冷却効果は組成によつで

異るゐで逆にζれを億析に科用できる．その主要鄭分は一

内鰍こ熱線が鐸鵬てある無蜜であつてこの氣室を主縛ガ

スの一部が流れる流通型と流路壁の細孔から試料ガスが∫’i

氣室に擾散して行く捷散型とがある．流通型は時間の遽

れ解小さい代むに流遽の影響をうけその攣動滅まげしい

場含には熱線流遽断と化して．Uま5．熱線としては白金

線の（繊5～0鱒轍憶位のものが便園され准塞氣中の・㌦

』　ノ　　　　　　”tt婚

3v
ノ、 @　》

・．幡　　，画華
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”，，　；　’，msと試料ガス中の熱線とは第β圓のようにブリッヂに

巴轟まれその不卒衡を橡流計によつて護むま5にできてい

　、㌧る．口纏のものは鑛鯉であり樵流計が濃度で目盛つて

　’，ある・混含ガスの場合の配麗の一例は第7圖に示されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛離鞭瑠

　』・　　　　　　　　　　　　　、　　　惰ノ囎＝マンガニン線

ヅ

”　ノ、

留

第6圓　熱線ガス分析法

：：慣

・”2，00「一ゲ～・CO’CO2

　　フイルター　　　　　　フイルタ

　　　　　　　　6ぞ〃〈la．ア
　　　　　　　「了「°卿eT「

、歯、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　，60Z計

　　　　　　　　Ce〃　　Aの．2
　　　　　　　「T「鱒「脚了”t
　　　　　　　l
　　　　　　　l
　　　　　　　l
、μ　　　　　　　　　1

　　　　　　’LL⊥　　↓

　　　　　　　　　旋計

　　　　　　　　　　　　　　　　　アズピレーター

　　。　　　　　　　　　　第7圖

　・ある．との方法では計器は使用される條件によつて蜜験

　　蟹的に目盛を較正する必要がありまたどの場合でもav－一計

　　器が流用できるわけではない．わが國で製られているも

　　Qはみな大型の定置式で携櫓はできない．米國では精度

　　賦落るけれども5kg位の重量で携行できるものがあり，

　　撰坑内のメタyガス測定等にはもつぱら用いられている

　　ようである．’

　　，用途例をあげると

　　　製造關係：石炭液化工業（CO，　H2，　CO2）硫安工業
　　　　i　　　　　　　　　　　　　ミ
、　　　　　　（NH3，　H2）電醜ソー一ダ（C12，　H2）

　　　瓦斯關係：登生燈ガス，水憐ガス（CO，　H2　CO2）石

　　　　　　　　炭ガス

　　　熱経濟の見地から：煙道ガス（CO，　H2，　CO2）

　　，危瞼防止：炭坑（CH4）電解室，蓄電室

光電比色法

　着色溶液の濃度と光の吸牧牽とは或關係にあり一般に

稀薄溶液の間は比例するものであるから濃魔計に利用で

＄る・從來比色計として存しているが繭方の光度が等し

　　　　32
　　　　㍗燃　　　　’
　，　　　　ゆ

嚇あ・，触1㍉・、、

∵∴ジ、∴1継等＼轟1難1躍
　　　　　　　　　　　　　　　垂藤研舞　　ご
　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　t／e．　t　　　の

い融を肖でもつて勃定するので相當の誤謝ままぬかれな

い・光電比色注は此の爵の代りに光電管を使ts　5という♂

のである・筆者は第8岡のようなもつとも簡軍な方法で
　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏「

　　　　　　　　　　　　　鰺　　箱

第8圖　光電比色法

　　，　　　／

4＿＿光底

　　・線

滞管中を漁る。チレ職撫の灘を求めだ濃

度は光電流を護んで検定曲線から求めるのでその一例を

，第a圖に示した．
　　　　　　　　　　30
光電管はPG　．50－

・V（東芝製）で第光29

10圖のような感　　　　　　　　　ig　28
度曲線を有するか

らew電Pt・70．v位流27

晃源｝：　6V・　IAmp　．A

の豆電球を使用し

た．このさいもつ

とも遡すべき事

は漏度によつて絶
　　　ヒ
縁度が攣り光電流

が違つてくること

である．

は管の申を液が・一

様に流れず管壁附

必0

濃　度　　比

第9圓．検定曲線

　　　　　　尤束

　　　　　　　　　」5

　　　　もう一つ尤3P

　　　　　　　　電

近に前の液が滞留廊

して灘値に麗。、〃

を與えることであ

る・急激に濃度が
　　　　　　　　　　　1020　4a　80　80　100　1卸吻
攣る場合はその攣　　　　　　　電　圧　v

動が幾分小さく出　第10圖PG－50－Vの感度曲線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のてくる・最近精度の高い光電比色計が現われているが多

少の改造で蓮績測定に使用できる・’

む　す　び

　以上筆者の研究室で使用しているものを申心として述

べで見たがいささかでも此方面への關心を高めることが1

できれば望外め幸と思う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀．

N　　　　　渦’t’

耳

●

・・P
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△　吉，ど巨茎ユ生産技術研づヒ所協議會2ま牛歳孟：りK二7月1日

の午後2時から生産技術研究所で開かれた．展示研究事

項の参観が午後5時過ぎまでかかったことは，案内者た

る研究所員の熱心さもさることながら協議員の方々の興

昧と芦旨の深窪にもよるものであろう．護者のJv々にも

常時これらの研究をお口にかけられるように常設展示場

を皐く設けたいという計壷もある．

△瀬藤所長の現ftk報告の中に，現研究者の任務爽朋の

揚合の補償制度として毎年國の得た利往の40％を蟹明

者に支梯う旨の要項案が，文部省における會議でまとま

つたとの報告があつた．研究者の乏しいふところをうる

おす取りきめは結構なことである．この實績補償が俸給．

の倍額を超えることを禁止する1項については一般tC不．

詳判であるそうで，やがてこの1項はまつ殺されること

になるよう『C’ある．

△　研究所K二助成機關の必要なことは言をまたない．財

園法人組織とか特疋の會肚組織で作られることは望まし

い．基金については各協議員からいろいる助言があつ

た，軍に寄附を受けるのでなく，葦託研究の代償として
　　　　　　　　　　　．
委託者側の好意の下1・C受取ることは多数賛戌されたとこ

ろであつた．研究助成機腿については井口協議員からも

學術會議でこれを話題とLr同會議が財團法人等設立の

先蓮となつているという＝ユースを話された・また同會

議では委託紹理のむっかしいのは會計法に原因するとい

うことから，同法の改正が望ましいという結諭を斑して

いるそうである．曾計組理が．一完の枠にしばられて窮屈

すぎること匹ついては．卜分考慮の必要がある旨，石川會

長も認めら才した．

△　新谷協議員は米國の遠隔管理について注r1すべき鮎

のあることを彊調された．これらは許されて見學する機

會の來ることが待たれる．生研では自働制御については

研究協議員の方々はすべて專門技衛者であるから，專門

別に協議員の方々と專門部會の持たれることが望まれ

る．

△　石川曾長は委託の振興も趾する所lr瀬が本であると

衝かれている・人的接鰯がまず必要なゆえんである．す

なわち街頭進出是非工　これは今の生研にとつて頂門の

一針といえよう・

△生研はいまや龍を描きつつある・龍とは街頭進出や

施設の捜充であろう．さいわい人的には恵まれていると

自負する．これにひとみを鮎ずる日も遠くはあるまい・

卓かしその時は生研所員残らずが産業技術者と四つに販

組んで，もつともつとめざましい反慮の渦中に叡智のま

なざLをかがやかせているときであるう．

歩こ　　號　　 豫　　 告　　 （第2盤…第10號　 10月1日Q行）
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